
 

幼虫だったカイコがサナギになり、成虫になってまゆから出てきました。「す
ごい！カイコガになってる！」「大人になったんだね」と喜び、卵から育てている
カイコが成長したことに嬉しさを感じていました。「そーっとなら触ってもいい
かな？」と優しく手に乗せて、愛おしそうに見ています。 

「カイコガが結婚して新しい卵を産めるように
お家をつくってあげよう」と、図鑑を見ながら新
しいすみかを子ども達がつくりました。 
登園すると一番に見に行き「めっちゃいっぱい
卵を産んでる！」「赤ちゃんが生まれるのが楽し
み」と、親から子へいのちがつながる嬉しさを
感じています。 

子孫を残す役目を終えたカイコは７月下旬には死んでしまいました。夏季休
業期間だったので預かり保育の子ども達がカイコガを優しく触り、「ありがと
う」の気持ちをもってくわの木の下に埋めました。 

まゆをつくり、カイコガになりました 

成虫になり、子孫を残すと一週間程度で命が尽きる
ことについて学年で話し合いました。「死んだら大好
きだったくわの木の近くに埋めてあげたい」と、カイ
コガの気持ちになり、考えを友達と伝え合いました。 

頭で押しながら出てきたよ 
頑張れ！ 

黄色い卵と茶色い卵があるよ 何が違うんだろう？ 

卵を産んで 
いのちをつないでね 

新しいいのちが生まれたよ カイコガが残してく
れた卵から、赤ちゃ
んが生まれました。
親から子へといのち
のバトンがつながっ
ています。 
エサをもりもり食べ
て毎日少しずつ大き
くなっています。 

赤ちゃんが生まれて嬉しいな 


